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は血沈促進および軽度の肝機能異常を認めた書また臆沖

:＼1/ド∴掴1叩 扉 l/llt､いやl;iti日日En(ltl＼汗甘一.一二ト

領域の員預二細胞癌と診断L富む-望筋注を開鰍 厳に自己u

:･＼球晶畑T､I,,＼‡く揮い∵パこ酌昔紺∴再㌫トト:,養[

像がみちうわノ声調署ぶ-望および義子免疫療法が薬効したも

i卜､(,?:--:∴.畑/.

了､~､■'rr鵠T_お目･て:凍F｣症肝美rm
臨床的検討
銅冶 康之車藤田
杵睦 明･Hill-'1-j
摘 汝朝伊市井

鉛
プ
柄艮
日
直
器
洪
圧
痛
晒
隆
意
郎

i

三

吉

劇症肝衆は死亡率の高い疾患であるが,近年血祭変換

療法声人工肝補助装置などの開発予噂丸紅伴い全国幾許

の盤存率は怒%以上の改善が見られてきている書奪回我埼


